
第 3 部 公 害 の 現 状 と 対 策

第 1 章 大 気 汚 染

第 1 節 大 気 汚 染 の 現 況

1 概 要

大気汚染 に 係 る 環境基準物質 の測定 を 昭和 4 7 年度 か ら 鳥取市松並町 (鳥取県衛生研究所)

て 実施 し て お り , 昭和 5 2 年度 の測定結果 は次 の と お り で あ る 。

な お , 一 酸化炭素並 ひ に光化学オ キ シ ダ ン ト に つ い て は , 測定記録計不良 の た め欠側 と し た 。

二酸化硫黄 1 時間値の 1 日 平均値 0 0 2 2 p pm ~ 0 0 0 3 p pm で 環境基準 (0 0 4 p pm以

下) を下回 っ て い る 。

錺遊粒子賛 1 時間値 の 1 日 平均値 鵤 7鯵露 ~㈲ 6% で環境基隼 ( o. 1 0 翔れ 以
下) を下回 っ て い る 。

二酸化 窒素 1 時間値の 1 日 平均値 0 0 3 7 p pm ~ 0 .0 0 3 p pm で環境基隼 ( 0 0 2 p pm 以下)

を 超 え て は い る も の の , 環境基隼中間 目 標値 (昭和 5 3 年度 ま で に r年間 を

通 し て二酸化窒素 の 1 時間値 の 1 日 平均値 が 0. 0 2 p pm以下 て あ る 日 数 が総

日 数 に対 し 6 0 % 以上維持 さ れ る こ と ) か ら み れ ば , 8 5 . 9 % 維持 と 満

足 し て い る 。

表 1 4 大気汚染 に 係 る 環境基 準

物質 二酸化 い お う 一 酸 化 炭 素 浮遊 粒 子状 物 質 二酸化窒素 光化学オキシダン ト

境の件環上条
1 時間値の 1 日 平均
値が 0 0 4 pPm 以 下

商権為駕薊煤
て あ る こ と 。

1 時間値の 1 日 平均
値か 1 o p I皿 以下 で
あ り , か つ , 1 時間
値の 8 時間平均値が
2 0 p F皿 以下て あ る
こ と 。

1 時間値の 1 日 平均値
か 0 1 0 靴タノ髭 以下であ
り , か つち 1 時間値が
0 2 0 噂/#以下てあ る
こ と 。

1 時間値の 1 日
平均値が 0 0 2
P 王血 以下て あ
る こ と 。

1 時間値が 0 0 6
p Pm以下て あ る
こ と 。

測定

方法

溶液導電率法 非分散型赤外分析計
を用 い る 方法

濾過捕集 に よ る 重量震
度測定方法又は , こ の
方法に よ っ て測定 さ れ
た重量濃度 と 直線的 な
関係を有す る 量がえ ら
れ る光散乱法

ザル ツ マ ン試薬
を用 い る 吸光光
度法

中 性 ヨ ウ化 力 J
ウ ム 溶液を用 い
る 吸光光度法又
は , 重量法

備 考

1 . 浮遊粒子状物質 と は , 大気中 に浮遊す る 粒子状物質て あ っ て , そ の粒径が 1 0 ミ ク ロ ン以下の も の を
い う o

2 光化学オ キ シダ ン ト と は , オ ゾ ン , パー オ キ シア セ チル ナ イ ト レー ト , そ の他の光化学反応に よ り 生
成 さ れ る 酸化性物質 (中 性 ヨ ウ 化 力 J ウ ム溶液か ら ヨ ウ 素 を遊離す る も の に限 り , 二酸化窒素を除 くの
を い う 。
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2 汚 染物質 別 測 定 方 法 と 測 定 結果

( 1 ) 硫黄酸化物

硫黄酸化物 の 測定 は , 溶液導電率法 に よ る 自 動測定機に よ っ て二酸化硫黄 の 測定 を 昭和 47

年度 か ら 鳥取市松並町 (鳥取県衛生研究所) て実施 し , 又 , 二酸化鉛法 ( Pb 0 2 法 ) に よ る

側定を 昭和 4 5 年度 か ら 鳥取市 5 地点 , 倉吉市 4 地点 ,米子市 6 キ地点 , 境港市 3 地点 , 更 に 昭

和 4 9 年度 日 吉津村 1 地点 を加 え 計 1 9 地点で 実施 し て い る 。

昭 和 5 2 年度 の 測定結果 (表 1 5 ) を み る と 鳥取 市松並町 で は 有効測定 日 数 は 3 4 8 日 て

1 時間値 か 0 0 3 pp m ~ 0 0 o p pm と 環境基準 ( 0 1 p p m 以下) を は る か に 下廻 っ て い る 。

又 , 1 時間値 の年平均値 は 0. 0 1 o p pm と 減少傾向 に あ る

表 1 5 自 動測定機 に よ る 二酸化硫黄濃度経年変化 (測定地点 ; 鳥取市松並町 )

年度
有効測

定 日 数

測 定

時 間 銹 濯盪淺滋
日平均値が0 飼
PPnn を こ え た

日 数 と そ の割合

1 時 間 値 日 平 均 値

最高値 l 最低値 最高値 最低値

(日 ) (時間 ) (p pm) (時間) ( % 〕 ( 日 ) ( % ) ( p p m )

4 7

4 8

4 9

5 0

5 1

5 2

3 1 8

3 5 1

3 5 0

3 4 9

3 4 0

3 4 8

7 , 5 4 0

8, 3 3 2

8 , 2 9 9

8, 2 8 9

8 , 0 3 0

8, 2 7 8

0 . 0 1 3

0 0 1 4

0 . 0 1 6

0 , 0 1 9

0 , 0 1 8

0 0 1 0 〔UnvnunUnÛU nv̂=〕̂uÛ=〉̂UnV nu〔ÛUn〕̂UAU nUny〔UnUnVnU
0 . 0 6

0 . 0 6

0 , 0 4

0 . 0 6

0 . 0 4

0 . 0 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 2 3

0 0 2 9

0 . 0 2 5

0 0 3 2

0 0 3 3

0 . 0 2 2

0 0 0 (

o o o t

0 0 O t

o o 。 t

0 0 0

0 0 0

(注 ) 有効側定 日 数 と は 1 日 の 側定時間 が 2 0 時間以上 あ る 日 数

二酸化鉛法 に よ る 測定紐果 (表 1 6 ) に よ れ ば , 最高 は米子市西部総合事務所の 0 2 2 4

S03れ日ソ 1 0 o c孟 P b0 2 (以下単に 栩#) で , 最低 は境港市米南高境分校 の 0 0 2 0 翔#て あ り

汚染 の 目 安 と さ れ る 0 5 噂を か な り 下回 っ て い る 。

過 去 5 年 間 の 経年変化 を み る と ば い煙発生施設が増加 し た と は い え , 硫黄酸化物 の /

集 の進行 は 認 め ら れ な い
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表 1 6 二酸化鉛法 に よ る 硫黄酸化物猥度年平均値経年変化

(単位 . 写 S 0 3/ 日 / 1 0 o d p b 0 2 )

) 6

測 定 地 点

鳥 取 警 察 署

鳥 取 家 政 高 校

鳥 取 市 鳥 取 市 立 病 院

鳥 取 保 健 所

山 陰 合 銀 鳥 取 支店

昭和48年度 昭和49年度 昭和 50年度 昭和 5 1年度 昭和52年度

0 1 2 0

0 1 4 0

0 2 0 0

0 1 6 0

0 1 7 0

0 1 1 0

0 1 0 0

0 1 4 0

0 0 9 2

0 1 2 0

0 0 8 3

0 0 7 1

0 1 1 7

0 0 6 6

0 1 0 3

0 0 7 1

0 0 7 7

0 0 8 6

0 0 5 0

0 0 7 5

0 0 7 9 ′

0 0 8 5

0 1 7 8

0 . 0 4 8

0 0 9 3

倉 吉 市

倉 吉 市 役 所

日 交 バ ス 新町営業所

県 立 厚 生 病 院

日ノ 丸バス上丼夕 -ミ ナル

0 0 5 2

0 1 5 3

0 0 4 8

0 . 0 8 4

0 0 3 8

0 1 8 3

0 0 4 2

0 . 0 8 6

0 0 5 2

0 2 4 3

0 0 5 9

0 0 8 9

0 . 0 3 6

0 1 9 8

0 . 0 5 3

0 0 6 5

0 . 0 2 6

0 . 0 7 6

0 0 2 8

0 0 2 5

米 子 市

夜 見 鉄 工 団 地

N H K 住 吉中 継 所

皆 生 温 泉 会 館

米 子 保 健 所

米 子 商 工 会 議 所

西 部 総 合 事 務 所

0 1 0 1

0 0 8 0

0 . 1 3 9

0 1 4 2

0 1 5 3

0 2 9 5

0 0 7 9

0 0 1 9

0 . 1 6 1

0 1 2 3

0 . 2 1 0

0 2 6 8

0 0 5 9

0 0 0 5

0 1 3 0

0 1 2 3

0 1 8 9

0 1 7 5

0 . 0 3 7

0 . 0 0 O

0 1 2 9

0 . 1 2 1

0 1 6 2

0 1 9 1

0 . 0 5 2

0 . 0 2 1

0 1 3 3

0 . 0 6 4

0 1 6 6

0 2 2 4

日 吉津村 日 吉 津 小 学 校 0. 1 7 4 0 0 8 3 0 0 1 7 0 . 0 5 5

境 港 市

済 生 会 境 港 病 院

※ 境 港 警 察 署

米 南 高 境 分 校

0 2 6 3

0 0 3 1

0 0 5 5

0 2 0 2

0 0 3 0

0 0 2 4

0 1 8 1

0 0 0 8

0 . 0 0 7

0 1 9 4

0 0 1 6

0 0 0 3

0 . 1 6 8

0 . 0 5 4

0 0 2 0

(住 ) ※印 は 昭和 5 1 年 7 月 か ら 測定点が西 に 2 0 れ移動 し境港元町病院 に変更 。

表 1 7 二酸化鉛法 に よ る 硫黄酸化物汚染度 の 評価

〕 3

汚 染 度 礪 S 〇3 / 日 / 1 0 O C話 P b 0 2 評 価

汚 染 度 第 1 度 0 5 以 上 1 0 未 満 軽 微 な 汚 染

" 第 2 度 1 0 以 上 2 . 0 未 満 普 通 度 の 汚 染

" 第 3 度 2 . 0 以 上 3 0 未 満 中 等 度 の 汚 染

" 第 4 度 3 . 0 以 上 4 0 未 満 や や 高 度 の 汚 染

" 第 5 度 4 0 以 上 高 度 の 汚 染

(住 ) P tゆ2 法 に よ る S 03 汚染度 の判定基隼 (寺部)

表 1 8 県 内石油製品年度別使用 量 の推移 (単位 : K “ )

年蛍熨鼬 揮発油 ナ フ サ 海砂慨群帷 燈 油 軽 油 A重油 B重油 C 重油 燃料油合計 潤滑油 石油ガス

即年度
使 用 量 182 , 錐5 1 3 , 567 5, 2 25 88 , 20 1 1 1 1 , 092 1 1 4 , 3 35 54 , 532 128 533 6 9 7 , 83 0 6 039

ぐ構成比の 筋 節 Q 9“ ① 7於 d 2 6“ q 5 9“ q 6 4“ 々 8“ q 8 4殆 @ 9 8妙

目 ′砕イ粹 8 6 △ 1 7 0 △ 15 5 2 . 1 1 3 6 3 2 9 26 6 7 . 1 0 1

5 1な辛勝灰
使 用 量 192 9 1 2 1 5 1 1 3 7 , 346 1 04 229 1 20 282 1 27 5 1 5 58 , 287 1 3 3 309 7 58, 9 93 6 1 05

饉蹴 @5 4労 @ 0“ Q O“ d 3 7“ q 5 8於 Q 6 8“ G 7妙 “ . 6“ q o o o“

前年イ粹 5 8 1 1 4 40 6 1 8 2 8 3 1 1 5 6 9 3 7 8 . 8 1 1

5 2年一度
使 用 量 202 , 228 1 3 , 508 7 , 056 1 00 8 18 1 30 , 雄契 1 22 7 t望 5 7 , 袋;8 1 26 008 7 6 0 , 0 74

ぐ構成まゆ Q6 6“ d 8“ @ 9妙 d 3 3“ Q 7 . 1 “ q 6 2“ “ 6於 d 6 6“ Q OO 1 妙

目酔竪 4 8 △ 1 0 6 △ 3 9 △ 3 3 8 2 △ 3 7 △ 1 4 △ 5 5 0 1

i
l
l

1
I
I
【

}
℃"
I
l
I

1t
･I
I

"
1

-l
-“‘
:
ー
ー
ー
!

そ

- 2 9 - (県県民生活課澗 へ )



( 2 ) 一酸化炭素

一酸化炭素 の 測定 は , 非分散型赤外分析法 に よ る 自 動測定機に よ っ て 昭和 50年 6 月 か ら

鳥取市松並町 (鳥取県衛生研究所) で実施 し て い た が , 今年度 に つ い て は , 測定機器 の老朽

化 に よ り 測定 を実施 し て い な い 。

な お , 昭和 5 3 年度 , 一酸化炭素 自 動測定 。己録計 の更新を 予定 し て い る (参考 の た め , 昭

和 5 1年度 ま で の 測定結果 は表 1 9 で あ る 。 ) 又 , 鳥取市 の 中心地 に 当 た る 末広温泉町 ( 日 交

旅行 セ ン タ ー ) に お い て , 毎 月 1 国定電位電解法 に よ る 2 4 時間連続測定 を実施 し て い る 。

更 に環境週間行事 (毎年 6 月 ) の一環 と し て , 昭和 50年度 か ら は , 3 市 (鳥取市 , 倉吉市 ,

米子市) の 中心地各 市 1 地点 , 鳥取市末広温泉町 ( 日 交旅行セ ン タ ー ) , 倉吉市明 治町 (打

吹駅前) 米子市角盤町 ( 明 治生命) に お い て , 定電位電解法 に よ る 定点測定 を実施 し て し

る 。

表 1 9 自 動測定機に よ る 一酸化炭素濃度経年変化 (測定地点; 鳥取市松並町)

年度
有効測

定 日 数

測 定

時 間

年 平

均 値

8 時間値が
2 0Ppnm を

こ えた回数
と その割合

日平均値が
1 O Ppmn を

こ えた 日数
と その割合

1 時 間 値 1 時間値の
8 時間平均値

日 平 均 値

最高値 {最低値 最高値 }最低値 最高値 l 最低値

( 日 ) (時間) (pp1の 回) ( %) (日 ) { % ) ( p pm)

5 0 1 7 3 4 , 1 1 9 1 2 O 0 O O 4
o i

2 . 2 0 3

5 1 2 3 1 5, 42 6 1 2 O O O O 5 0 I 4 1 0 1 3 .4 0 3

(住 ) 有効測定 日 数 と は , 1 日 の 測定時間 が 2 0 時間以上 あ る 日 数

鳥取市末広温泉町 の測定結果 (表 2 0 ) を み れ ば , 1 時間値 の 1 日 平均値 4. 6 p pm(2 1 p P

U時間値の 8 時間平均値 7 5 P pm~ 1 . o p pm と い ずれ も 環境基準 を満足 し て い る 。

環境週間行事 の 測定結果 (表 2 1 ) を み れ ば 1 時間値 の 1 日 平均値 は , 鳥取市 3 9 p pm ,

倉吉市 2 7 p pm , 米子市 2 6 p Pm で 1 時間値 の 8 時間平均値 は , 鳥取市 4 4 P Pm~ 2 . 6 P P m

倉吉市 3 9 p pm~ 1 1 p Pm , 米子市 4 1 p pm~ 0 7 p Pm と い ず れ も 環境基隼を満足 し て い る

以上 の測定結果 を昨年 と 比較 す る と 汚染の進行 は認 め ら れ な い 。

表 2 0 一酸化炭素濃度測定結果経年変化 (測定地点 鳥取市末広温泉 田(測定地点 鳥取市末広温泉 田

(単 位 . p pm )

＼
1 時 間 値 1 時間値 の 8 時間平均値 1 時間値 の 1 日 平均値

最 高 値 最 低 値 最 高 値 最 低 値 最 高 値 最 低 値

50 2 0 O 1 5 . 2 0 . 8 9 . 8 3 . 7

5 1 2 0 O 1 3 . 6 0 7 9 . 1 1 9

5 2 1 5 O 7 . 5 1 0 4 6 2 . 1
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表 2 1 環境週間中 の一酸化炭素濃度測定結果
(単位 . P pm )

※
昭 和 50 年 度 昭 和 5 1 年 度 昭 和 5 2 年 度

1 時間値 1 時間値の
朝朝静平均値

日 平

均値

1 時間値 1 時間値の
税時間平均値

日 平

均値

1 時間値 1 時間値 の
雛時間平均値

日 平

均値
最高値最低値最高値最低値最高値最低値最高値最低値 最高値最低値最高値最低値

,靱市- 恩多難 8 14 3 . 9 1 7 3 6 1 1 2 6 4 2 3 4 1 8 2 4 4 2 6 3 9

倉吉市!打吹駅前 6 T上 4 0 2 . 3 3 6 8 1 3 8 1 2 2 9 7 し 1 3 . 9 1 . 1 2 . 7

米子市濯 命 箭 9 2 6 2 2 . 2 4 4 8 O 4 . 7 0 5 2 9 7 O 4 1 0 . 7 2 6

図 1 県 内 自 動車保有台数の推移

の 1 万台

S 4 4 3 ^【▲^^Q"｣' ( 7 2 , 1 8 2 台 )

4 5 3 G〆斜めOaeo食言 ( 8 5 , 1 8 2 台 )

4 6 3 のQ ( 1 0 0 , 1 2 8 台 )

4 7 3 ( 1 1 7 , 3 5 3 台 )

4 8 3 のogご翁凸は耀き危eo ( 1 3 3 , 6 3 1 台 )

4 9 3 のののeeの◇の"ののの◇◎ぬ く 1 4 8, 8 9 6 台 )

5 0 3 のQQQOの凸eCごCD.‘脳=約̂ザ{慰凸の ( 1 6 0 , 3 0 6 台 )
X詠きのののののの ( 1 6 9 , 1 7 4 台 )5 1 3 害黎総ゐのQのに

5 2 3 のQQの富斧"“一始めに≦&一関ののの く 1 8 2 , 2 7 5 台 )

5 3 . 3 害黎の害君ぞのα桝bee全ののの く 1 9 6 6 2 6 台 ) (鳥取県陸運事務所鍋一

( 3 ) 浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質 の 測定 は , 光散乱法 に よ る 自 動測定機 に よ り 浮遊粉 じ ん の測定 を し , 併せ

て ロ ー ボ J ウ ム ･ エ ア ー サ ン プ フ ー を 用 い た浮遊粒子状物質 (大気中 に 浮遊 し て い る 粉 じ ん

の う ち 粒径か 1 0 ミ ク ロ ン以下 の も の ) の 同時採取を行い 砿度補正 を行 う 方法 で昭和 4 8 年

9 月 か ら 鳥取市松並町 (鳥取県衛生研究所 ) で実施 し て い る 。

昭和 5 2 年度 の 側定結果 (表 2 2 ) を み る と 1 時間値 は 0 2 3 叩 / #~ 0. 0 0 励#/疑 て 環境.

基隼 ( 0. 2 0 加ザソ露 以下) を超 え た 時間 か , 測定時間 8,4 1 5 時間 中 2 時間 あ る が , 道年的 に は

1 時間値 の年平均値 0 0 2 3 栩#/掘 て あ る こ と か ら も 環境基準を満足 し て い る 。

過 去 3 年間 の経年変化 を み る と 浮遊粒子状物質 の汚染 は 減少 し て い る

- 3 1



表 6 2 自 動測定機 ‘と よ る 浮遊粒子状物質濃度経年変化 (測定地点 鳥取市松並町)

年度
有 効
測 定

日 数

測 定

時 間

年 平

均 値

1 時 間 値 が
0 2 0 物甥ゾ濯 を
こ え た 時 間
数 と そ の 割合

日 平 均 値 が
0 1 0 啼ソ#を
こ え た 日 数
と そ の 割 合

1 時 間 値 日 平 均 値

最高値 l 最低値 最高値 t 最低値

(日 ) (時間 ) 解/流) (時間) ( % ) (日 ) ( % ) ( 栩ザ メ濯 )

49 3 0 2 7 , 06 5 0 , 04 2 32 0 5 6 2 . O 0 4 8 0 0 0 0 , 1 2 0 0 , 0 0 5

5 0 3 2 7 7 , 7 3 9 0 04 2 1 5 0 2 5 1 5 0 5 5 0 . 0 0 0 , 1 25 0 , 00 3

5 1 3 3 3 7 , 9 1 6 0 , 03 7 5 0 1 1 0 3 0 6 0 0 0 0 0 1 5 5 0 , 0 04

5 2 3 5 3 8 ' 4 1 句 0, 0 23 2 0 0 O O 0 . 23 0 . 0 0 0 , 0 5 7 0 , 0 0 6

(注) 有効測定 日 数 と は , 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上あ る 日 数

( 4 ) 窒素酸化物

窒素酸化物 の測定 は , ザル ッ マ ン試薬 を用 い る 吸光光度法 (ザル ッ マ ン 係数 0 7 2 ) に よ ノ

自 動測定機 に よ っ て 昭和 4 8 年 5 月 か ら鳥取市松並町 (鳥取県衛生研究所) で実施 し て い る

昭和 5 2 年度 の 測定結果 (表 2 3 ) を み る と 二酸化窒素 に お い て 1 時間値 の 1 日 平均値

0 0 3 7 p pm ~ 0 0 0 3 p pm と 環境基準 ( 0 . 0 2 p p m 以下) を 超 え て い る も の の , 環境基準中

間 目 標値 と 比較 し て 8 5 . 9 % を維持 し , 1 時間値 の年平均値が 0 0 1 4 P P m で あ る こ と か ら も

通年的 に は汚染度 は低 い と い え る 。

又 , 過 去 5 年間 の経年変化 を み る と 二酸化窒素 の汚染 の 進行 は認 め ら れ な い 。

表 2 3 自 動測定機 に よ る 二酸化窒素濃度 の経年変化
(測定地点 . 鳥取市松並町 )

年度
有効測定

日 数

測定時間 年平均値

日 平均値が 0 0 2
P Pm以下 の 日 数

と そ の 割 合

1 時 間 値 1 日 平 均 値

最 高中低中高中低値
旧 ) (時間 ) @ p m) 旧 ) { % ) ( p p m)

4 8 3 2 6 7 , 7 7 8 0 , 0 1 3 3 0 1 9 2 . 3 0 . 0 7 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0

4 9 3 0 8 7 , 3 3 8 0 , 0 1 1 3 0 7 9 9 7 0 0 8 0 0 0 0 0 3 4 0 0 0

5 0 3 1 9 7 , 5 0 2 0 , 0 1 4 2 7 1 8 5 0 0 0 9 0 0 0 0 0 4 0 0 0 O

5 1 2 7 0 6 3 6 8 0 , 0 1 5 2 1 8 8 0 7 0 1 4 0 0 0 0 0 6 3 0 0 O

5 2 3 4 1 8 , 0 3 9 0 , 0 1 4 2 9 3 8 5 9 0 0 8 0 0 0 0 0 3 7 0 0 0

(注) 有効測定 日 数 と は , 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上あ る 日 数
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( 5 ) 光化学 オ キ シ ダ ン ト

オ キ シ ダ ン ト の 測定 は電量法 に よ る 自 動側定機 に よ っ て 昭和 48年 6 月 か ら 鳥取市松並町

(鳥取県衛生研究所) で実施 し て い た か 昭和 52年度 に つ い て は , 測定機器 の 老朽化 に 伴 う

校正不能 に よ り 測定 を実施 し て い な い 。

な お 昭和 5 3年度 , オ キ シ ダ ン ト 自 動測定 。己録計 の更新を 予定 し て い る (参考 の た め

昭和 5 1年度 ま て の 測定結果 は表 2 4 で あ る 。 )

表 2 4 自 動測定機 に よ る オ キ シ ダ ン ト 昼間 濃度 の経年変化

(測定地点 . 鳥取市松並町)

年度
有効
測定

日 数

側定

時間

年平

均値

1 時間値 が
0.0 6 PPm

を超 え た
時間 と割合

1 時 間 値

最高値 I 最低値

日 平 均 値

最高値 最低値

昼間

測定

日 数

昼間

測定

時間

昼間の 1 時
間値か 006
ppm を超
えた 日 数と
時 間 数

昼間の 1 時
闇値が 015
中 2社の
日数と噺轍

昼間の

1 時間
値の最
高値

(日 ) Q時間〉①p副 〔時間〉 ( % ) ( p p m) ( p pm) 旧 ) G時間 ( 日 ) く時間 旧 ) (時間) @Pの

49 3 5 1 8355 Q020 4 00 00 7 0 0 0 00 3 5 0 .0 0 2 3 52 52 1 2 1 2 O O 0 0 7

5 0 348 8242 卸 16 1 0 01 0 0 8 0 0 0 00 4 5 0 0 0 1 362 5237 3 1 0 O O 0 0 8

5 1 3 5 2 8339 0⑥1 9 3 00 0 0 7 00 0 0 0 4 8 00 0 1 364 527 1 1 2 O O 0 0 7

る

(注) 有効測定 日 数 と は , 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上あ る 日 数

居間 と は 5 時か ら 2 0 時 ま で の時間帯

も

( 6 ) 降下 ば い じ ん

降下 ば い じ ん の 測定 は , ブ ポ ジ ソ ト ケ ー ジ法 に よ る 測定 を 昭和 4 6 年 9 月 か ら 鳥取市栄町

( 山陰合同銀行 鳥取支店 ) 米子市糀町 ( 西部総合事務所) , 境港市米川 町 (済生会境港病院)

て 昭和 4 7 年度 か ら は倉吉市葵町 (倉 吉市役所 ) 又 , 昭和 5 1 年 8 月 か ら は 日 吉津村 日 吉

津 ( 日 吉津小学校 ) を そ れ ぞ れ 加 え , 現在 4 市 1 村計 5 地点 て 実施 し て い る 。

直
昭 和 5 2 年度測定結果 (表 2 5 ) を み れ は , 最高 は鳥取市栄町 の l o o t o n /幅 /月 で , 最

低 は 日 吉津村 日 吉津 の 1 2 t o n/蝸/月 て あ る か , 年平均 を み る と 全側点 で汚染 の 目 安 と さ

れ て い る 1 0未満 t o n/蝸/月 の 部類 に入 り , 軽微 な 汚染 と い え る

又 , 経年的 に み て も ほ ぼ 同程度 て 汚染 は少 な い と い え る

0 0

0 0

0 2

0 3 天‘
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表 2 5 降 下 は い じ ん 量 の経年変化
(単位 . t o n月騙し月 )

＼、＼き涎~年月測定点

昭和 4 9 年度 昭和 5 0 年度 昭和 5 1 年度 昭和 5 2 年度

最高 最 低 平 均 最 高 最 低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平 均

鳥 取 山陰合同銀行鳥取支店 1 2 1 30 72 9 7 2 .6 6 0 9 7 1 6 4 .7 1 0 0 2 7 6 2

倉 吉 倉 吉 市 役 所 97 1 4 43 7 1 2 . 1 4.8 5 .7 1 5 3 .3 5 5 1 7 3 2

米 子 西 部 総 合 事 務 所 78 1 9 45 7 .2 1 . 8 4 . 1 1 3 .O 1 8 5 7 5 9 2 . 1 3 .8

境 港 済 生 会 境 港 病 院 236 08 65 9 .5 1 9 4 2 1 25 1 8 5 7 6 5 1 .9 3 9

日 吉津 日 吉 津 小 学 校 4 4 1 .6 (3 1) 6 1 1 2 3 .0

=

(住) ( ) 内 は年度を通 し て採取時間が 6 0 0 0 時間 に達 し な い場合

4月 5月 6月 7 月 8月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月

3 0

ベポ ジ ノ ト ゲー ジ法に よ る降下ぽ い じ
ん汚染度の評価

図 3 倉吉市 (倉吉市役所) の 降下ば い じ ん

下はい じん

汚染度 評 価
(t o n街はし知圓即

S 49 5 0 5 1 5 2

　 　 　

2 0 1 1 0 未 満 軽微 な 汚染

2 1 0 以 上2 0未 ‘ 中等度の汚染

3 2 0 以 高度 の 染

1 0

4 月 5 月 6 月 7月 8 月 9月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2月 3 月
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図 4 米子市 (西部総合事務所) の ブポ ジ ッ ト ケ ー ジ法によ る降下ばい じ
降下 は い じ ん ん鴛 の評価

帥鬮 汚柴度 (t on力kdの 評 価
S 49 5 0 5 1 5 2 1 1 0 未満 軽微な汚染
年 年 年 年 2 1 0 以 上 20未 満 中等度の汚
度 度 度 度 3 20 以上 高 の

4月 5月 6月 7 月 8 月 9月 1 o 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3月

4月 5月 6月 7月 8 月 9 月 1 0月 1 1 月 1 2 月 1 月 2月 3 月

3 0

図 6 日 吉津村 ( 日 吉津小学校) の ブポ ジ ッ ト ケ ージ法によ る降下はい じ
降下 は い じ ん ん汚染度の評価

宥染度 (t o n力に“㈲ 評 価
2 0

S 5 1 5 2 1 1 0 未満 軽微 な 汚染
年 年 2 1 0 以上 2 0未満 中等 の汚染
度 度 3 20 以上 高度 の 汚染

※ 8/ 1浄"/2 ( 21 日 間) の測定結果

1 0

- 0 4月 5 月 6 月 7月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2月 3月
- 3 5 -
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第 2 節 大 気 汚 染 の 防 止 対 策

法 条 例 に よ る 規 制

= ( 1 ) 法 に よ る 規制

じ ん発生施設 5 種 ) 各施設を設置 し よ う と す る 者 , 及 び現 に 設置 し て い る 施設を変更 し よ う

, 淡 も 大気汚染防止法 の し く み と し て は 施設 の種類 を定 め (現在 は し 煙発生施没 2 8 種 粉と す る 者 に対 し て は , 届 出 の 義務 (大気汚染防止法第 6 条設置届 , 同法第 8 条変更届 ) を 探

施設 に対 し 直 話 を下 す (同法第 1 3 条 ) か あ る い は 計画変更 や改善 を命 じ (同法第 1 4

条 ) , こ れ に 従 わ な い 場合 は 罰則 が適用 さ れ る 。メ ! も し 期 し 煙排出者の遵守 す へ き 排出基隼 みれ こ の排 出轢こ適合 し な し 場合 知事 は現在 , 硫黄酸化物 ば い じ ん 有害物質 (窒素 酸化物等 ) に つ い て , 排 出 基隼か定 め ら れ

ー ‘ て い る 。
ア 硫黄酸化物

硫黄酸化物 の排出基準 は 排 出 口 の 高 さ に 応 じ て定 め ら れ た 硫黄酸化物 の 許容限度 と し

て q " K x I o 3 . 日 e 2 ( q は 1 時間 当 た り の 硫黄酸化物排出量 , H e は 有効煙突高

K 排 出 係数) で表 さ れ て お り , 規制 は K値 で行 わ れ て い る 本県 は 昭和 4 9 年 4 月 1

日 か ら 全域 が 1 7 . 5 と な っ て い る

イ ぽ い じ ん

は い じ ん の排 出 基準 は , ば い煙発生施設 に お い て発生 し , 排 出 口 か ら 大気中 に排 出 さ れ

る ぽ い じ ん 量 に つ い て 発生施設 の種類及 び規模 ご と に規制 さ れ て い る (総理府令第 4

条)

ウ 窒素 酸化物

固定発生源 に対す る 窒素酸化物 に 係 る 排出規制 に つ い て は , 昭和 4 8 年 8 月 に 大型施設

を対象 と す る 第 1 次規制 が 昭 和 5 0 年 1 2 月 に は対象施設 の拡大等 を 主 な 内容 と す る 第

2 次規制 , 更 に 昭和 5 2 年 6 月 1 8 日 付 て既設大型施設 , 新設施設 の基隼強化並 び に規制

対象施設の規模 種類 の拡大 を 主 と す る 第 3 次規制が 施行 さ れ た (表 2 6 )

工 粉 じ ん

粉 じ ん は , 防 じ ん フ ー ト 散水設備 , 防 じ ん カ ハ 一等 の構造 使用 管理 に 関 す る 基 在

- 3 6 -



が規定 さ れ て い る o

以上 , 県 で は排 出基準 の遵守 を監視す る た め , 県 内各保健所及 ひ衛生研究所 を通 し て , 施

設立入検査を行い , 煙道排 カ ス側定 , 車伸 の抜 き 取 り ( い お う 分測定) 等 を 実施 し , 排 出基

準 を上回 っ て い る 場合 に は , ば い煙 を大気中 に排出 す る 者 に対 し , 低 い お う 分燃料 へ の切替

え , 実煙突高 の 補正 , 施設稼動 の再検討 , 集 じ ん装置等の 処理施設の 設置 に つ い て 指導 を行

い , 施設 の 改善に 当 た っ て い る 。

昭和 5 2 年度末現在に お け る ばい煙発生施設 (表 2 7 ) ま た 粉 じ ん発生施設 (表 2 8 ) は

次 の と お り て あ る 。

れ

4

没
第

制

基隼

- 3 7 -



き

三一三一二蕾-◆~-ここ一三ギニー亭≦事≦=三二-=≦ニニニ三)三一-- ÷三‐一言 -~--幸二ニニ{"トニー~±-幸一 ~~一 三壷幸{≧ --~ ｣ べ
- -- !

表 2 6 有害物質 の排 出基準 (窒素酸化物 )
(単位 露/ N#= ppm )

施設の種類

燃 料

排 ガ ス 設 置 時 期

【) 48 8 . 9 48 . 8 1 0 (一 5 0 . 1 2 . 9 5 01 24 0~5 2 .6 1 7 5 2 .6 1 8 () 備 考 〇 n規 模 【) 48 8 . 9 48 . 8 1 0 (一 5 0 . 1 2 . 9 5 01 24 0~5 2 .6 1 7

燃 料 万 N潴 / H 1 次 ｣ 2 次 - 3 次 1 次 2 次 3 次 2 次 3 次 3 次

ボイフ

ガ ス 専 焼

~< 05 1 5 0

5

o 5 ≦≦ ~< 1

1 ≦ ~< 4

1 5 0 1 5 0 1 5 0 1 5 0

1 5 0 1 5 0 1 3 0 ト

1 3 0

4≦ ~< 1 0
･

1 3 0 1 3 0 1 3 0 1 0 0

1 o ≦ ~< 50 1 7 0 1 3 0
一 一

1 3 0 →
、

1 0 0
、

1 0 0

5 0≦ ~ 1 7 0 1 3 0 一 一 ･ 1 3 0 、 、 1 0 0 、

6 0

業 盃戴き2海州50C臟
‐火炉分割壁型放縦美麗鱗薄
葉講翳離職齢
に限る o

75 (たルN罐 き55 43の
‐ 5 50c凪/今W禰 (5 55 . 1~)

6
石 炭 専 暁

~≦ 05
o5 く ~< 1

4 0 0

* 4 8 0 * 4 8 0 * 4 8 0 4 0 0

1 ≦ ~< 4 7 5 0 * → 7 5 0 * → 4 8 0 * → 4 0 0

4≦ ~< 1 0 7 5 0 * → 4 8 0 * → 4 8 0 * → 4 0 0

1 0≦ ~ 7 5 0 * 4 8 0 4 8 0 * → 4 8 0 * → 4 0 0

固 体 燃 焼

~< 05 4 0 0
-

-

、.

6
0 5 く≦ ~< 1 4 8 0 4 8 0 4 8 0 4 0 0

1 <ー ~< 4 6 0 0 6 0 0 → 4 8 0
1

4 0 0

4 く≦ ~< 1 0 6 0 0 4 8 0 → 4 8 0 → 4 0 0

1 α≦ ~ 6 0 0 4 8 0 4 8 0 → 4 8 0 → 4 0 0

原油 タ ール

専 焼

~< 05 * 1 8 0 * 施行は 5 2 . 9 . 1 0以降

* * 適用 は 5 5 1 0 . 1 以降

( ) は排煙脱硫付
4

o5 ≦≦ ~< 1 謬巷o を 8の 湾取2 8 0) 獄 (2 8 0) * 1 8 0

1 ≦ ~< 4 2 8 0 280 @8の 2 8 0 一 → 1 5 0 → 1 5 0

4 ≦≦ ~< 1 0 2 8 0 280 @8の 1 8 0 → 1 5 0 → 1 5 0

1 o ≦≦ ~< 50 2 8 0 → 1 9 0 の 1 の 1 8 0 → → 1 5 0 → 1 5 0

5 o べく ~<1 o o 2 8 0 1 8 0 @ 1 の 1 8 0 → → 1 5 0 A 1 3 0

1 0◇《≦ ~ 2 8 0 1 8 0 1 8 0 → → 1 5 0 → 1 3 0

そ の 他

~< 05 * 1 8 0

4

o 5 ≦≦ ~< 1 2 5 0 @8の 250 @ 8 の 泥鰍2 8 0) * 1 8 0

1 5 01≦ ~< 4 2 3 o ぐ2 5の 2 3 0 @ 8 の 1 5 0 、

4≦~< 1 0 ** * 1 9 0 1 9 0 を 1 の 1 8 0 → 1 5 0 → 1 5 0

ボ

* 施行 5 2 9 . 1 0 以降

*適用 5 5 . 1 0 1 以降 4

( ) は排煙脱硫付
そ の 他

1 0 ト ~ < 2 3 0 1 9 0 @ 1 1 8 0

季
1 5 0 → 1 5 05 0 ≦ ~ <10 2 3 0

、

1 8 0 @ 1 1 8 0

、

1 5 0

"
1 3

金 属 加 熱 炉

<0 5

2 3 0 、

1 8 00 1 8 0 、

1 5 0 " 1 3 0

05 ≦ ~ <1
1 ≦ ~ <4 *

至 7 o @o qD 者。詞20
1 8 0 ( ) は フ ジザ ン トチュ - フ

型加熱炉

く>は蝦鰕篤鋼鮑唐用加熱炉

*鰯淺鋼薩唐用加熱夢一裾除 く

T1-

の 覇o @ o の 1 5 0
2 0 0 * 2 0 0 * 1 5 0

* 1 5 0

1 7 0 0

、

箋糞4 ≦~ <1 0 * 2 2 0 凸 o @ o の * 2 0 0 1

1 0 ミ 2 2 0 T6 o @o q * 2 0 0 → 李6o @o 1 0 0

石 油 加 熱 炉

セ メ ン ト 焼成炉

コ ー ク ス 炉

焼 結 炉

ア ル ナ 瑕焼炉

廃 棄 物 焼 却 炉

硝 酸 製 造 施 設

<0 5
1 0 び

5 も ~ <l

窿符を
* 2 1 0

* 1 8 0

1 8 0 Q 9の

*** 1 8 0 * 1 7 0
、

1 80 q 9 の

1 5 0

1 80 Q 9の 1 0 0

1 3 0

、山7言お溌竇
4 ≦~ <1 0
< ~

* 2 1 0

*

1 70 1 7 0 → 1 0 0 一,
1 0 へ ~

~ <1 0

く1 0 ~

~ <1 0

1 0 ≦ ~

1 - ~ <1 0

1 0 ≦ ~

1 ≦ ~
4 ＼ノ ヘレ

全 施 設

* 2 1 0
一

=
-

2 0 0 I
ここ"

1 70

* 4 8 0

* 4 8 0

* 3 5 0

* 3 5 0

2 7 0

2 6 0

* 1 7 0

2 0 0

1 0 0

2 5 0

2 0 0

2 0 0

* 4 8 0

三 一
* 3 5 0

ご÷÷二｣
2 7 0

2 6 0
、

に
i -

1 0 - ~ <5 0

***排煙脱硫付を除 く

(注 ) 1 戸 次規制 48 8 1 0 施行 (適 用 新設 は 施行 日 ‐ 既没 は R n 7 . ･
衾 次規制 5 0 1 2 . 1 0 施行 〔適用 新設 ‘施行 日 ゾ 騙装ほ う 髪. 1 妻 軽

･ 3 次規制 5 2 6 1 8 施行 (適用 新設 は 施行 日 , 既設 は 5 5. 5 6 ｣
2 こ の表 に掲 げ る 窒素酸化物の量は 次の式 に よ り 算出 さ れた窒素酸化物の景 と す る 。

こ の式に お い て C , on , o s及 ひ CS は , そ れぞれ次の値を表わ す も の と す る
2 1 一 0 n C 窒素酸化物の量 (禰ソ N琥)

C = すテニニて窄 Cs on 残存酸素砿度の換算値 ( O2 % ) で , 表 の右欄こ う掲 げ る 値 と す る oo s 排出ガス 中 の酸素の濃度 ( % )

C S 規格 K O 1 0 4 に定め る 方法 に よ り 測定 さ れ た 窒素酸化物の量 (鋼し N # }



表 2 7 大気汚染防止法 に基 づ く ば い煙発生施設種類別届 出数

令別表

第一の

項番号

施 設 名 鳥 取 郡 家 浜 村 倉 吉 米 子 根 雨 計

1 ボ イ フ ー 1 5 8 1 8 1 5 8 0 1 9 2 / 1 2 4 7 5

2 ガ ス 発 生 炉 2 2 4

5 溶 解 炉 6 6

6 金 属 加 熱 炉 5 7 1 2

7 石 油 加 熱 炉 1･｣- 1

9 焼 成 炉 ･11- 5 6

1 0 直 火 炉 2 2

1 1 乾 燥 炉 9 円] 4 [4] 1 [1 ] 8 [8] 7 [4] 1 [ 1 ] 3 0 [2 5]

1 2 電 気 炉 2 2

1 3 廃 棄物焼却炉 1 0 8 2 5 3 1 9 6 5

話 1 8 1 Q 29 3 0 @6) 1 8 (1 9 9 8 0 9 2 5 4 (1 5 3) 2 2 (1 9) 6 0 3 (4 1 2

( 昭和 5 3 年 3 月 3 1 日 現在 )

(注 ) [ ] 骨材乾燥炉数 ( ) 工場 事業場数
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表 2 8 大気汚染防止法 に基づ く 粉 じ ん発生施設種類別届 出数

令別表
第二の

項番号

施 設 名 鳥 取 郡 家 浜 村 倉 吉 米 子 根 雨 計

2 堆 積 場 2 11 14- 4 8

3 コ ン ペ、 ア 2 5 2 5 4 1 8

4 破砕機 ･ 摩砕機 4 6 2 4 5 2 1

5 ふ る い 3 2 1 1 7

計 8 (4) 1 5 (4) 6 (1 ) 2 (2) 1 3 (7) 1 O くめ 5 4 (2 の

( 昭和 5 3 年 3 月 3 1 日 現在)

(注 ) ( ) 工場 事業場数

( 2 ) 自 動車排出 ガ ス規制

自 動車排出 ガ ス に よ る 大気汚染防止対策 と し て , 国 に お い て は 中央公害対策審議会の答申

に基 づ き 新車及 ひ使用過程車 を対象 と し て一酸化炭素 , 炭化水素 , 窒素酸化物等 に係 る 規制

が段階的 に 強化 さ れ , 排出 ガ ス量 の 削 減が図 ら れ て い る 。 (表 2 9 )

- 4 1



規 制 の

種 別
自 動 車 の 種 類 燃料種月

許 容 限 度 (測定法別 )

1 0

き ド

“痴

1 1モ l

( “テ ン
ト 走行

6モー

( %ま た

p βも･

アイ ド メ

グ時 ( %

は き澁
行定
“)

ジ ー ゼル 自 動車
適用 時期

g市冠 鍵
無負力騰
加速時

酸

化

炭

素

(C O )

新 車

乗用車 普通 ･ 小型 ･ 軽
(定員 1 0 人以下)

ガ ン ノ ン
L P G

2 85 . O 5 0 . 4.

貨物車 普通 ･ 小型 ･ 軽
( 2 . 5 ト ン以下)

ガン ノ ン
L P G

1 7 1 30 . O
｣｣

5 0 . 4 .

重量車

るマ ツ灸

普通 ･ 小型

2 5 ト ン 以 上

定員 1 0 人超 )

ガン ノ ン 1 6 % 4 8. 4

L P G 1 1 % 4 8. 4 ,

蜑雌 普通 ･ 小型 軽 油 98O 4 9 . 9 .

使 用
過程車 番雌 普通 ･ 小型 ･ 軽

ガン j ン
L P G

4 .5 % 4 7 . 1 0 ,

I

炭 排
化

水 気

素 管

ガト

( ス

HC

趣藍

“安
酸

化

物

(N o x )

新 車

乗 用車
駕連記歌以軽下)

( 4 サイ クル車 )

ガン ノ ン

L P G
0 . 39 9 5 5 0 . 4

軽 ( 2 サ イ ク ル 車)
ガン ノ ン
L P G

0 . 39 9 5 I 5 2 . 10 .

貨物車

(謎霊

普通 ･ 小型 ･ 軽

“ 多彩発酵
ガン J
L P G

2 . 7 1 7 . O 5 0 4 .

軽 く 2 サ イ ク ル 車)
ガン ノ ン
L P G

1 5 0 70 . O 5 1 . 4 .

重量車

し"わ衾

普通 ･ 小型

( 2 . 5 ト ン以上定員 1 0 人超)

ガソ リ ン 5 2 0

PPm
4 8 . 4

L P G
4 40

PPm

翻圭 普通 ･ 小型 軽 67O 4 9 . 9,

使 用

過程車

鬮
戸

新

、

車

乗用車

普通 ･ 小型 ･ 軽
( 4 サ イ ク ル車 )

ガン ノ ン

L P G

PP

1 , 2 0 0

m

5 0. 1
7 , 80 02 サ イ ク ル車

3, 3 00
特殊 エ ン ジ ン車

貨物車

蘭演ミ
乗用車
貨物車

乗用車

普通 ･ 小型 ･ 軽
( 4 サ イ ク ル車)

ガン ノ ン

L P G

カソ ノ ン
L P G

ガン ノ ン

ガン J ン

L P G

L 200

5 0 6

4 5 9

4 7 . 7 .

5 1 . 4

2 サ イ ク ル車 7, 80 0

普通 ･ 小型 ･ 軽

普通 ･ 小型 ･ 軽

1 ト ン 以 下

普 通 小 1 ト ン 超

型 軽 一軽 2 サ イ ク ル
全 車 種

0. 84 8 0

半 O

2. O

′ ,′ ′′ ′

1 ト ン 超 1 . 2 9 . O ii li lr l
軽 2 サ イ ク ル 0 . 5 4 0 ff ′′ !i ! 5 2 . 1 0

全 車 種 0. 48 6 0 !! !J f‘ ′ 5 3 . 4

軽 量車

中量車

貨物車
マイ ク ロ

′ ゞ ス

普通 ･ 小型

及 ひ軽貨物

( 4 サイ ク ノリ

金 車

ガン ノ ン

L P G

2 3 20 0 ff !! !ゾ ー 5 0 . 4

1 7 ト ン 以 下

1 4 1 0 0 // // ′′ ! 5 4 . 1 1普 通 ･ 小 型

2 5 ト ン以下

普通 ･ 小型 ･ 軽貨物
( 4 サイ ク ル )

1 6 1 1 0 ′/ !打! ! 5 4 1 . 1

軽 貨物 ( 2 サ イ ク ル ) 0 5 4 0 !! !! !! - ‘ 5 0 . 4 1

重 量車
ト フ ソ ク

ノ ミ ス

普 通 ･ 小 型

( 2 5 ト ン 超定員 1 0 人 超 )

ガン ノ ン
L P G

PPm

1 850 !! ′′ !! f 5 2 . 8 1

1 , 39 0 ff ′′ -- ! 5 4 . 1 . 1

重量車

八方衾)
普 通 ･

小 型

直 噴 式

軽 油

'

r
PPm

85 0 l !! ! 5 2 . 8 . 1

′ 7 0 0 ! ′′ ! 5 4 4 1

副 室 式 ‘ 5 0 0 1 !! - 5 2 8 . 1

!ね50 !! 5 4 . 4 1

立子状物質

ジ - ゼ鱒,黒

新 車 茸物』

巨

可,

亙

普通 ･ 小型 軽 油
′

50

′5
! 作

)溺死ロブ
4 7 7 . 1

程車 鞏物圃託 普通 ･ 小型 軽 油
′ !

!瘢

!越% ロ紙
f 槻 1 !減 少装 置

取 付

用

程車

乗用車

貨物車 普通 ･ 小型 ･ 軽
ガン ノ ン

L P G 鰡讓取付 2･ 初登録が ･れ ' 鋭 以前“ も “勢鮒。擁獺C滋登癇躍増 蕁 .彎



( 3 ) 条例 に よ る 規制

鳥取県公害防止条例 (昭和 4 6 年 1 0 月 1 2 日 公布 , 県条例第 3 5 号 , 昭和 4 7 年 4 月 1

日 施行 ) に よ る 規制 は , パ ー ク 炭製造施設及 び貯蔵施設 , 打綿機 混打綿機を粉 じ ん関 係特

定施設 と し , 施設管理基隼 (表 3 1 ) を定 め て規制 し て い る か 昭和 5 3年 3 月 末現在 の 届

出数 は表 3 2 の と お り て あ る 。

表 3 0 粉 じ ん 関係特定施設 と 規模

施 設 名

1 パ ー ク 炭 ( の こ 層 , 木皮 等 を炭化 さ せ微粉炭 に し た も の ) 製造施設及 ひ貯蔵施設

2 打編機及 ひ混打綿機

表 3 1 粉 じ ん 関係特定施設 に 係 る 構造並 び に 使用及 ひ管理 に 関 す る 基準

管 理 基 準

次 の各号 の い ずれ か 'こ 該 当 す る こ と

1 粉 じ ん か飛散 し に く い構造の建築物 内 に 設置 さ れ て い る こ と 。

2 . フ ー ト 及 び集 じ ん機が設置 さ れ て い る こ と 。

3 . 戸 ･ 窓 等が密閉 さ れ て い る こ と 。

4 前各号 と 同等以上の効果 を有 す る 措置 が講 じ ら れ て い る こ と

表 3 2 公害防止条例 に基 つ く 粉 じ ん 関係特定施設種類別届 出数

(昭和 5 3 年 3 月 末現在 )

施設＼~＼遜遮断 鳥 取 郡 家 浜 村 倉 吉 米 子 根 雨 討

打 綿 機
14

(1 2) 8③
6

(6)

2 5

(2 5)

3 8

〔3 9

5

(5)

9 6

○ の

混 打 綿 機
2

の

9

(1)

1 1

くめ

パ ー ク 炭製造

(貯 蔵 ) 施設

1

(1)

1

(1)

2

(2)

計
1 6

(1 3)

9

0)

6

⑥

3 5

(2 7)

3 8

@ ④

5

(5)

1 0 9

(9 の

鰡E ) ( ) は 事業場 の数 で あ る

剛
酬

2 監 視 状 況 と 行 政 指 導

( 1 ) 煙道測定立入検査

も ; も げ , ( 1需榊論議““‘“.“譲れ““““ '‘ ㈱ 榔椴 剱‘““'
て あ り こ の う ち ぽ い じ ん の量 が排出基準 を超 え た 7 施設 ( 7 事業場) に つ い て 文書 に
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る 改善指示 を行い 5 2 年度中 に 6 施設 ( 6 事業場 ) に つ い て は , 改善が な さ れ て お り , 又

5 1 年度継続分 ( 5 施設) に つ い て も 改善済 て あ っ た 。 硫黄酸化物 に 係 る も の に つ い て は

2 5 施設 ( 2 5 事業場) に つ い て立入検査 を実施 し い すれ も 基隼以下 で あ っ た

表 3 3 昭和 5 2 年度煙道測定立入検査状況

令別表第一の施設名
ば い じ ん の 量 硫 黄 酸 化 物 の 量

立 入 施 設 数 違 反 施 設 数 立 入 施 設 数 違 反 施 設 数

1 .- ボ イ フ ー 2 7 (2 3) 4 (4) 2 5 ( 2 5) O

9 .一 焼 成 炉 1 ( 1) O O O

1 3 一 廃 棄 物 焼 却 炉 1 0 ( 1 0 ) 3 (3) O O

司 3 8 (3 4) 7 (7) 2 5 (2 5) O

(住) ( ) 工場 事業場数

l
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( 2 ) 重 油抜取 り 検査 }
大気汚染防止法 に基づ く 硫黄酸化物排出基隼 ( K値規制) に係 る 適合状況 に つ い て 昭和 52 5 I

年度中 に 1 3 7 事業場 に立入検査を実施 し , 使用 燃料中 の 重油抜取 り 検査 を行 っ た結果 い ずれ

も 基準以下 て あ っ た 。 !
( 3 ) 大気関 係監視指導状況

昭和 5 2 年度 中 に 実施 し た ば い煙発生施設及 ひ粉 じ ん発生施設等 に対 し て 施設の改善等で行 m

政指導 し た 延件数は表 3 4 の と あ り て あ る i

表 34 大気関 係監視指導延指導件数

項 目

ば い煙発生施設

話

粉 じ ん 発 生 施 設

計 合 計

法 条 例 そ の他法 そ の他

監 視 指 導

延 指 導 件 数
4 6 8 O 4 6 8 3 O 3 6 4 7 4
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